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　ロシヤ民族が誇としてV・るロシヤ最古の叙事詩「／f一ゴリ軍遠征の物語」　（Sヱovo　o　polku
igoreve）は、ロシヤ文學史上燦然と輝V・ている。この物語の原作者は判然としていないが、隈
識のある、天分豊かな詩人で、當時のロシヤ内外の口碑文墜並に記述文學に通礎していた。一訟
にはイーゴリ軍親兵除の商官であつたと信ぜられている。物語が書かれはのは、1185年から1188
年の間で、大体ドイツの蓮命悲劇の叙事詩「　＝＝　一一ベルンゲンの歌』が完成された直前の時代であ
る。
　物語の篤本が褒見されたのは、ずつとおくれて1795年のことであつた。當時のロシヤ美術院長
A．1．Musin－Pushld11（1744－1817）は古文書蒐集家として知られていたが、偶然の機禽から、
スパソーヤロスラフスキー修道院で入子した「年代記No．323」と書かれた古文護の中から渡見
したのであった。鳥本は光灘紙にかなりきれいな筆蹟で書かれてV・た。潟本は護見地Yaroslav正
から、Peter－bui’gへ迭られて古文書研究家達に披籏された。　Ekaterina女帝（1762－－1796）
も、この潟本に闘心を挑V・、女帝の希望で鳥本の再潟本が作られた。…方、Musin－Pushkin，
Malinofsky及びBantnish－Kamenskyの三氏の細心の編餌によつて、1800年この物語がはじ
めて刊行された。最初に褒見された旛本が惜しくも1812年のマスクヴァ大火のため焼夫したた
め、1800年刊行のものが唯～無二の完全な原典となつた。
　この原典第一版には次の長レ、題名がつけられている。「ノヴゴロle、セーヴェルスキーの封建
領主イーゴリ、スヴャ1・スラーヴィチがボーロフツィ族に封して起した遠征の史詩、12世紀はじめ
古代ロシヤ語で書かれたもの、理用語に書き改めたものを併記する本史詩に鍋げられたロシヤ大
侯達の系圏をも附記する」。
　この物語の原嘉本が護見された時より二年｛麦の1797年10月號のハンブルグ雑誌Spectateur　du
NOrd紙上で、ロシャ史家N．　M．　Karamzin（1766－－1826）にょって、本物語の蔭見が紹介さ
れているのは、大いに興味深いものがある。
　「イーゴリ軍遠征の物語」は潟本護見以來すっと今日に至るまで、ロシヤに於ては、文學史、
ロシヤ語史の粗顯のみならず、あらゆる分野の入々によつて研究されている。Leningrad大學
をはじめ、各大學でとの物語の講義が行われている。1938年ソヴェト蓮邦に於て、本物語七五〇
年記念行事が催された。
　次に原篤本に書かれていた古代スラヴ語のことばは、古代ブルガリャ語より移行しこ、12世紀乃
至13世紀のロシヤ國民詩のととぱに非常に接近している。古代史謬諏builina）、年代言己〆letopis）・
経典外聖諮（apokrif）のことばに近い。故A、　A．　Shakhmatef敦授は古代ブルガijヤ語の文
断と主張していたが、現學士院倫員S．P．　ObnOrsky教授を含めて、大多藪のロシヤ語攣者は
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古代Wシヤ文章語の文鯨であると認めている。
　さて、物語の筋は南蕗キーエフの閥北に位するノヴゴロド・－t・　一一ヴ＝，ルスキーの侯イーゴリが
勇氣にはやつて、弟フセワロド、甥スヴャトスラフ、籔子ウラジーミルを併い、大軍を引率してv
1185年4月23日出陣、當時南露ステップ地方を荒し廻つてV・た・9’一ロフツィ族（チュルク民族）征
討に向つたが、反つて大敗を蒙り、絡に捕虜となるが、身を以て脆走辛うして隠國する。
　耐秘的美しさを以て表現されているこの最古の1藝術作品はその内客より次の四部に分たれてい
る。
　　第　一　部
　イーゴリ軍出陣。嬬肩詩人バヤンに封する呼びかけ。弟フセワロドと封面。ステップ地方進撃。
天地闇黒（B蝕）、鳥の聾、野轍の叫で表示される。凶兆ボーロフツィ軍との第一回の交載。ポ
軍の敗北。第二回の交戦。イーゴリ軍の大敗。戦闘の詩的描爲。Pシヤ軍の不蓮に封する草、木、
大地のなげき。イーゴリ侯敵の捕廃となる。paシヤ國土の荒駿の原因となつた諸侯の内諜。
　　第　二　部
　キーエフ大侯スヴャトスラフの夢。貴族達の夢判断。スヴャトスラフの黄金の言葉。榮ありし過
去のロシヤ國土の回想。イーゴリ軍敗載の復離とロシヤの名謬恢復のため諸侯の微起を促すとと
ば。
　　第　三　部
　イーゴリ侯妻ヤロスラーヴナ、プチーヴリ城壁で蹄らぬ夫の身の上を案じて泣く。
　　第　四　部
　イーゴリ侯敵陣より脱走。ボーロフツィ汗の追跡。イーゴリ侯無事蹄還。諸侯、親兵達に封す
る讃晶
　原作者の非凡な才能は詩の一行一行に光り輝いてV・る。そして全篇をうちつらぬいてV・る國土
統一の思想は、原作者が威大なる愛國者であることを明示している。
　「イーゴリ軍遠征の物語は我々の古代文學の砂漠にそびえる高塔である」ブーシュキン。
　「異教分子が強くにじみ出ているが、全篇キリスト教英雄主義性質を帯びている」カルル・マ
ルクス。
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